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三方良しの公共事業へ向けての建コンの現状・課題等
協会・企業

ワンデーレスポンス、三
者会議、スケジュール管
理表は、建コン内にも浸

透中。

「市民の夢・アイデア発
掘、支援事業」（2002年
より開始・継続、九州支

部）

自律した建設コンサルタ
ントへの転換（国民視点
に立つ、建設コンサルタ
ントビジョン、2014）

「住民良し」の視点は、
企業、協会の本部・支
部でも重視してきている

住民参加型の計画業務
は、定着している

人材育成は、建コンとし
ても最重要課題の一つ

建コンとしては、企業・個

人材育成とともに、人材
確保も最重要課題

人材育成・確保の問題
は、建コンの社会的認知
度、技術者復権と大きく

関係

九州支部の「若手技術
者交流会」では、技術者
としての将来像や夢を発
表してもらっている（2011

年度開始）

建コン業務では、契約と
実態が乖離している事
例も少なくない。

労働環境の悪化等、建
コン業界はかなり疲弊し
ている面がある

国、自治体と協会は、定
期的な意見交換の機会
がある（九州では業務円
滑化調整会議も開始）

人材育成
技術者復権

意識・行動

技術者個人

透中。

三方良しは、建コン内で
は未だ浸透していない？

ＣＣＰＭ（ＯＤＳＣ他）は直
接使用していなくとも、各
社、各個人で様々な取り

組みをしている
ＣＣＰＭの考え方は、建
コン業務でも大変有効。
ただし、本気の導入は不

十分か？

建コンとしては、企業・個
人とも公的資格取得とＣ
ＰＤが優先されている？

建コン技術者の社会的
認知度、地位は、高くな

い。

例も少なくない。

建コン業務においても、「
三方良し」がもっと浸透し
なければ、技術者復権に
繋がらないのでは？

建コンとしての広報活動
は喫緊の課題、本部・支

部とも対応中。

ＣＣＰＭ等、建コン技術
者は、マネジメント手法
活用は不十分



建設コンサルタンツ協会九州支部夢アイデア事業の概要

骨子【一般市民を対象としてまちづくりの提案募集】

①募集⇒ ②交流⇒ ③人材育成⇒ ④実現化サイクルで、

市民発意の「夢アイデア」の実現

→「夢とアイデアでまちが変わる運動」を展開中

夢アイデア

(社)建設コンサルタンツ協会九州支部

夢アイデア
募集事業→
蓄積

人材育成→
人材発掘/育

成

夢アイデ
ア

交流会→
交流・発
展

実現化事業
→

具現化
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夢アイデア募集事業 人材育成 実現化交流募集

趣旨：まちづくりへの意識啓発、

まちづくりへの夢アイデア収集

内容：まちづくりへの提案の募集

開催：毎年７月～9月末（HP、メディア）

応募数の推移

第１回（2002年） 75編

第２回（2003年） 64編

第３回（2005年） 46編

市民発の夢アイデアが６１７編
夢アイデアＢＯＯＫも発刊（2013年）

○まちづくり構想
まち全体の計画・構想、まちづくり支援

○地域振興
歴史資源・伝統文化の活用、観光振興
商業振興、農業・漁業振興、食、グルメ
文化・芸術の振興、レジャー振興

○生活・暮らし

(社)建設コンサルタンツ協会九州支部

第３回（2005年） 46編

第４回（2006年） 46編

第５回（2007年） 24編

第６回（2008年） 63編

第７回（2009年） 52編

第８回（2010年） 67編

第９回（2011年） 42編

第10回（2012年） 32編

第11回（2013年） 45編

第12回（2014年） 61編

計 617編（１～1２回）

○生活・暮らし
子育て環境、地域コミュニティ
バリアフリー、安全安心、介護・福祉

○交通体系
公共交通、自転車、道路交通・渋滞対策

○公共空間
空港・港湾・海辺、河川・水辺
公園・広場、駅前空間、道路・街路空間

○環境・景観
自然再生・共生、景観保全・整備
環境技術・エネルギー

２



夢アイデア募集事業 人材育成 実現化交流募集

マイナスをプラスに変えるまちづくり～

誇れる炭坑の町を目指して～（第1回）

プレイフルな砂上のオアシス～サンドパーク

と砂場アカデミーのある街～（第5回）

これまでの主な作品

(社)建設コンサルタンツ協会九州支部 夢アイデア部会

思い出NAVI～昔の街の風景を見て、

街を身近に感じたい～（第6回）

自転車の聖地、九州 新たなる挑戦（第5回）



夢アイデア募集事業 人材育成 実現化交流募集

Saruk Stage～川沿いを思いのままに

“さるく”まちの表舞台～（第1回）

住んでいる地域の「宝」を誇りに（第6回）

これまでの主な作品

(社)建設コンサルタンツ協会九州支部 夢アイデア部会

博多ならやレール！プロジェクト（第3回） 食べられる公園（第6回）



夢アイデア交流事業 人材育成 実現化交流募集

趣旨：まちづくりの夢アイデア・交流 → 出会いと共感 → 実現化

内容：「夢アイデア作品」の審査・発表、交流

： 地域版の展開 大分・鹿児島で開催も

(社)建設コンサルタンツ協会九州支部 夢アイデア部会

審査委員会 交流会会場風景 夢アイデアプレゼンテーション

夢アイデア座談会 夢アイデア表彰式 夢アイデア懇親会



夢アイデア人材育成事業 人材育成 実現化交流募集

趣旨：将来のまちづくり・社会資本整備を担う若手人材の育成

内容：大学生らと協働で実現化活動、JOB CAFEの開催

開催：ヨコモノガタリ（2014年度）、思い出ＮＡＶＩ（2013年度）他、

毎年11月（JOB CAFE）

(社)建設コンサルタンツ協会九州支部 夢アイデア部会

ヨコモノガタリ 思い出ＮＡＶＩ（西米良村） 奥雲仙の自然を守る会にて

JOB CAFE JOB CAFE JOB CAFE



夢アイデア実現化事業 人材育成 実現化交流募集

趣旨：市民が想い描く夢やアイデアを形にする
内容：「夢アイデア作品」のプロジェクト化、研究会の発足、地域の

NPO・行政との連携による事業立案・実現化

ヤギ・ヒ
ツジ

思い出
NAVI

(社)建設コンサルタンツ協会九州支部 夢アイデア部会

NAVI

共助研
夕日時
計



長年の受け身体質

官依存の歴史

公共事業量減少

価格競争激化継
続

技術力・経験不足

発言力不足（改善
中）

片務契約による
ストレス増（改
善中）

三者会議費用・小

照査費用不十分

低価格受注経営悪化業界疲弊
魅力の低下（業
界・個人とも）

新入社員の減
少

離職者の増加 就業環境悪化
工期の年度末集
中（改善中）

人材不足（担い手
激減）

図 社会資本の着実な整備・維持管理へ向けての建設コンサルタント業界の問題構造図
（仮説、建コン本部作成の「要望と提案」や「付属資料」記載の現状の問題・課題等を参考にして、私見）

人材育成不足

現行契約方法の存在（低
入防止制度不十分、プロ
ポーの減少,改正品確法
を受けて改善中）

報酬・積算体系不備分
野の存在

一般管理費不足（改正品
確法を受けて改善中）

技術継承困難

品質への懸念

社会資本の整備・維持
管理が困難

技術開発の停滞懸念

コンサルの現
場力不足

照査期間不十分

三者会議活
用不十分（
改善中）

設計意図
伝達不十
分

技術力・経験不足（再掲）

社会的認知度・低
（技術者像不明確）

広報不足（
改善中） 長年の受け身体質

（再掲）

公共事業量減
少（再掲）

受注量減少

提案書作成等の
費用負担増加

マネジメント手法導
入の遅れ

三方良しの発想
・実践不足

官依存の歴史

投資の減少

凡例：
主要構造を成す問題点（仮説）

原 因
結 果



建コンとしての三方良しの公共事業へ向けて将来像と対応事項
協会・企業

「市民の夢・アイデア発
掘、支援事業」（2002年
より開始・継続、九州支

部）

自律した建設コンサルタ
ントへの転換（国民視点
に立つ、建設コンサルタ
ントビジョン、2014）

人材育成・確保の問題
は、建コンの社会的認知
度、技術者復権と大きく

関係

建コン業務では、契約と
実態が乖離している事
例も少なくない。

労働環境の悪化等、建
コン業界はかなり疲弊し
ている面がある

社会的認知度向上
（技術者復権）

品質向上と企画・
提案力の充実

経営の安定化
（人材育成強化）

企業、協会の一層の切
磋琢磨、多様なニーズ

への対応

いきいき設計・図書づく
り（仮称）活動

発注者との意見交換の
充実・課題解決

夢アイデア等、社会貢
未来現在・過去

技術者個人

三方良しは、建コン内で
は未だ浸透していない？

建コンとしては、企業・個
人とも公的資格取得とＣ
ＰＤが優先されている？

建コン技術者の社会的
認知度、地位は、高くな

い。
ＣＣＰＭ等、建コン技術
者は、マネジメント手法
活用は不十分

労働環境改善、プ
ロに見合う処遇

技術、現場力、マネ
ジメント力に優れた
技術者の増加

社会、家族からの
評価建設業界全体と連携

した広報活動の充実

技術者個人の一層の
切磋琢磨

夢アイデア等、社会貢
献活動の継続・発展

☆ 解決策は、垣根を越えた情報共有、意見
交換から始まる


